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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 尾里納美は、淡水産単子葉植物オオセキショウモにおいて光によって誘導される葉緑体逃避反応について、特にア
クチン細胞骨格の構築変化に焦点をあてて解析することにより、逃避反応が、異なる光受容系に制御される複数の素
過程からなることを示した。次に、それら素過程のうち、光照射開始直後に誘導される葉緑体の無方向性の運動に注
目し、シロイヌナズナの光受容体突然変異株を用いて、この過程にフィトクロムが関与することを明らかにした。さ
らに、光受容体や細胞骨格調節因子の関与様式について解析できる再構成実験系の開発を目指し、これまで不可能で
あった、葉緑体と細胞骨格蛋白質との相互作用を直接的に解析できる実験系を複数確立することに成功した。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
